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ごあいさつ （社）日本助産師会 宮城県支部支部長 新田双葉 

 

新春を迎え、会員の皆さまいかがお過ごしでしょうか。 

 昨年は、北海道、東北ブロック大会という大任を、成功裡に終えることが出来ました。 

遠くから、両日にわたり朝早くお出まし頂き、てきぱきと仕事をこなして下さった方、また、ご多忙な

勤務の中を 1 年も前から、予定に入れてお手伝い頂いた勤務部の先生方にも‥‥ 役員だけでは出来な

かった一大イベントでございました。ひとえに、会員皆様のご協力の賜物と感謝しております。会員ひ

とりひとりの力と、協力する力をひしひしと感じ入った研修会でもございました。 

この場を借りて、お礼申し上げます。 

 今年度も、支部総会の開催、本部総会への参加、県委託研修会の企画、運営、また、諸団体との連携

事業等が控えております。積極的なご協力、ご支援を今年度も賜りたいと存じます。 

 皆様には、ご自分の健康管理に十分ご留意頂きますよう、そして

助産師の職業を地域社会にアピールして頂き、ますます活性化した

助産師会にするために、ご支援とご協力をお願い致し、ご挨拶と致

します。         

－北海道・東北ブロック大会にてー 

      新田支部長・石川教育部長 
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1. おしらせ 

 
 

2. お祝い 
 

 平成 16 年度宮城県各種女性団体会長賞 
    

柴田町槻木新町 
   水原 つや子  先生  
 

長きに渡り、宮城県の母子保健にまた、女性へ

の支援事業に貢献され、受賞されました。       
今は、家族に囲まれ、悠々自適に過ごされてい

らっしゃるそうです。ぜひ、家庭分娩のことや、

戦後の母子保健のお話など、伺いたいものです。 

 おめでとうございます。 
 

 
 
 

    会費の引き落としについて 
 平成 17 年度の会費の引き落としは、

2 月 23 日となります。引き落としが出

来ませんと、本部から支部に連絡が入

り、事務手続きが煩雑となります。残額

の確認をよろしくお願いします。 
住所・お名前等・勤務先の変更の届出 

について 
 

上記に該当する方は、『助産師』の最終ペ

ージに挿入されている変更届にご記入後、本

部と支部に FAX または、コピーを取って両

者に郵送をお願いします。 

研修会について 
研修内容の希望など、

活発に各役員等に、ご

提示下さるようお願い

します。 

(社)日本助産師会宮城県 
支部総会について 
4 月 24 日(日)10:00~ 
ホテルユニバース 

追ってご案内を致します 
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                    (社)日本家族計画協会会長 
    
                      名取市名取が丘 

生田目 サツ子 先生 
 
                  「このような栄えある表彰を受け、ずっと

助産師をしていてよかったと思っていると

ころです。助産師だから、頂けた賞と受け

止めております。」 
                        
                      おめでとうございます。 

 
  

３．北海道東北ブロック大会追想 

                   書記 田村雪子 

 

テーマ : 助産師の愛・知恵・技術は母を育て、 家庭を育み、地域を活性化します 

 

 8:30～  9:15～ 10:00～11:00 11:15～12:15  13:00～14:00 14:15～15:15 

 
9 月 25 日 

 
受付 

 
オリエンテ

ーション 
開校式 

「助産師が担う 
子育て支援」 

(社)日本助産師会 
会長 近藤潤子 

「性教育に 
ピアカウンセリング

を導入して」 
東北大学看護学部教

授 
 佐藤喜根子 

 
昼

 
食

「助産師に期待する子

育て支援」 
ー子育て情報誌発祥の

地・仙台からー 
子連れママの編集長 
   増田知巳     

「ようこそ、女性論の森へ」

―女性･家族･子どもー 
  
宮城学院女子大学 
助教授 浅野富美枝 

 

 
 8:30～  9:00～10:30 10:45～12:00  13:00～14:30 14:45～15:00 

 
9 月 26 日(日) 

 
受付 

「母子交流と 
心理発達」

－口という機能 
からー 

東北大学歯学部 
助教授岩倉政城 

子育て女性健康支援セ

ンターの各県の取り組

み 
 

各県 

 
昼 
 
食 

 
「医療事故と助産師の責

任」 
 
日本大学医学部 
教授 押田茂實    

 
 
   閉校式 

 

昨年の 9 月 25 日、26 日に(社)北海道・東北

ブロック大会が、宮城県において開催されまし

た。その準備は、一年前の理事会での審議から

始まりました。 
 テーマは?  予算は?  係りは? 講師は? 等

 

写真 
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が頻繁に協議されました。前日には、各担当責任者が会

場に集合し、最終調整です。新田支部長はじめ、何人か

の役員は泊り込みの作業です。 
 いざ当日になると、それぞれの係りの方が、集合時間

より早く集まっていました。頼もしく感じました。 
 ご来賓は、ご来賓は、日本産婦人科医会監事 高橋克

幸先生と、エルソーラ仙台館長 木須八重子先生です。

時代を見据えた助産師に対する力強いコールを頂戴致 
 東北大学医学部 岩倉政城先生   しました。研修が始まると、何か日ごろの研修と違うこと

に、ワクワクしながら、写真撮影をしました。全体に講 
義という枠にとらわれないで、楽しく学習できたという思いです。脳細胞が喜んで知識を 
を吸収してくれたと言えるような研修会でした。 
 

 

 懇親会は、当初、余興が出ないときの心配をしていたのが、うそのように、次から次へ

と歌あり、踊りありの楽しいひと時を過ごしました。 
 過去、サンバ世代の助産師たちは、取り上げた子の

結婚式にお呼ばれし、上座に座したとお聞きます。そ

して、芸達者なサンバ世代の助産師は、芸をお披露目

し、拍手喝さいを受けたそうです。それも、仕事のう

ちとか‥‥ 
 ただ、助産師世代の助産師もすばらしい。 

石川教育部長の名司会あっての懇親会でした。 
今年度は、山形県が会場です。お誘いあわせの上ご  

参加下さい。 
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4．会員寄稿   

 

助産院見学会～仙台南方面 
                                    幹事役 武者 文子（まんまはうす） 

 去る、H16 年 11 月 14 日（日）に、第 2 回、開業移動部会を行いました。移動部会というのは、あちこち移動しなが

ら会合を持つということで、今回は、仙台南方面の助産院を見学しながらの部会でした。 

 午前 10 時にナーシング助産院（仙台分室）に集合。メンバーは、新田支部長はじめ、開業部会の面々、病院勤務の方々、

その家族、知人など総勢 17 名の参加でした。 

 ナーシング助産院（仙台分室）は地下鉄五橋駅よりすぐ、２軒となりは仙台市立病院という好立地にあるマンションの

一室です。部屋は待合室、授乳室、マッサージ室と十分にゆったりと過ごせる空間でした。休みの日にもかかわらず、私

たちが伺っている間にも相談者の方から相談の電話があり、丁寧に対応されていた笠松さんの姿が印象的でした。 

こちらで自己紹介と近況報告などをし、車に乗り合わせて長町のまんまはうすへ移動しました。こちらは１ルームをカ

ーテンで仕切っただけの部屋で、あまりにもこじんまりしていて全員部屋に入れずにキュウキュウとしていました。あま

りにも小さな相談室で皆さんビックリされていたようでした。駐車場や家族の人たちの待合室がないので、お隣のたいは

っくる（仙台市の施設です）の有料駐車場、図書館、児童館、コーヒーショップなどを利用してもらっています。 

 その後、今回は都合で参加されなかった鹿野で開業されている佐藤ミツ子母乳育児相談室の佐藤さんのお家の前をとお

り、皆で場所を確認し、昼食会場である蕎麦屋（武者の実家、ちなみに冬季は休業しています）で新蕎麦を賞味しながら

開業部会を行いました。 

 おなかいっぱいになった後、再び八木山南のかとう母乳 育児相談室へ移動しました。 

 かとう母乳育児相談室は八木山南団地（昔からの高級住宅街）で、加藤さんの自宅の一室を相談室にして、去年新築さ

れました。加藤さん宅と相談室の玄関は別々にあり、室内は全て木材でできており、木の香りがして、とても素敵な空間

でした。大工さん特注のマッサージ用のベッドが皆の関心の的でした。来客用の駐車スペースも十分にあり、団地内なの

で、近所の方の迷惑にならないようにという加藤さんの配慮がさすがと思いました。 

このように実際に施設を見学することで、皆さんそれぞれ工夫をされて開業していることがよくわかり、お互いに気づ

くこともたくさんありました。 

次回は 3 月 6 日（日）に仙台北方面へ移動部会を予定しています。おしゃべりも楽しいので、他の部会の方々もどう

ぞふるってご参加ください。次回幹事役は、とも子助産院の伊藤朋子さんです。 

 

次回の予定 
日時 3 月 6 日(日) 

      11 時集合 

場所 泉区 とも子所産院集合にて 

   小山みね子相談室&ナーシング助産院見学
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5． 会員寄稿 リスクマネージメント研修に参加して 

                  小山純子   

 

 

 
 
 
 
 
                       

 
 
 
 
 
 
 
 

 編集後記  
 新年早々発行予定でしたが、不慣れな担当者 2 名で作業していましたら、こんな時期になりました。

前任者のご苦労を改めて感じているところです。 

 そこでお願いでございますが、会員寄稿にどしどし投稿をお願い致します。些少ですが、図書券を準

備してお待ちしております。フロッピー入りは大歓迎です、写真付もうれしいです。よろしくお願いし

ます。 

 

 社団法人  日本助産師会  宮城県支部 

 〒９８５－０８２２ 

    宮城郡七ヶ浜町汐見台１丁目１－５ 

         支部長 新田 双葉 

   Tel&Fax ０２２－３５７－６５６２ 

         支部便り担当 田村 雪子     

                松田 美由紀 

 


